
■生態系保全研修 ～生態系調査実習の模様～ 

 
9 月 12 日に、茨城県つくばみらい市寺畑地区で生態系調査実習を行いました。実習では、

水田や農業水路のまわりの生物調査法を習得するため、草本類調査、水生生物調査、鳥類

調査を行いました。 
 

・草本類調査 
１ｍ四方の方形枠（コドラード）内で、植

生図、植生種、被覆率、群度、被度、総合

優占度、草高を調査しました 

・草本類調査 
 花の咲いている植物を採集し、図鑑を見

て同定しました。花、葉、茎、根などの特

徴から同定するので、植物全体を見ないと

間違えることも。 

・水生生物調査 
 電気ショッカーとたも網を使った水生生

物調査。電気ショッカーで気絶した魚を、

たも網ですくい取ります。息が合わないと

魚に逃げられてしまう、難しい作業です。

・水生生物調査 
 水生生物の生息環境を調べるため、調査

場所の水深、幅、水温等を測定します。 



・水生生物調査 
採集した魚の種を同定して、大きさを計測

しました。アクリルケースに入れて、写真

撮影しました。 

・鳥類調査 
ルートセンサス法による鳥類調査。まずは

双眼鏡を使う練習。 

・鳥類調査 
サギの採餌行動を観察しました。トウキョ

ウダルマガエルを捕えたようです。様々な

生物を同定できると調査の幅が広がりま

す。 

・昼食 
寺畑ふるさと会館で、地元の方の手料理を

頂きました。無農薬米のおこわと、水路で

とれたシジミの味噌汁が美味でした。 

生態系保全研修では、生態系調査実習の他にも、事業による生態系への影響を予測した

り、生態系配慮の私案を議論したりと、現場で活かせる講義と演習を行いました。 
本研修は、資源循環工学研究領域の生態工学担当及び農村基盤研究領域の資源評価担当

の研究職員から全面的なバックアップを受けて実施されています。 
農業農村整備事業は生態系への配慮が求められています。現場で役に立つ生態系保全の

知識や技能を短期間で効率的に習得するために、この研修の受講をお勧めします。 
 

（問合せ先）技術移転センター 技術研修課 TEL029-838-7245 
e-mail:gken1@naro.affrc.go.jp 


